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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｓ
ｋ
ｙ
 

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
１
５
３
Ｋ

【
作
者
名
】

　
成
実

【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
る
病
院
の
言
い
伝
え
。

病
院
の
入
り
口
か
ら
南
に
向
か
っ
て
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
大
き
い
木
。

そ
の
木
の
前
で
願
い
事
を
言
う
と
、
一
週
間
以
内
に
願
い
が
叶
う
。

だ
け
ど
、
命
が
一
週
間
早
く
燃
え
尽
き
る
と
い
う
。

そ
ん
な
言
い
伝
え
信
じ
た
、
２
人
の
話
。
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第
１
章
（
前
書
き
）

初
め
て
書
い
た
の
で
お
お
め
に
見
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
！
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第
１
章

－
プ
ロ
ロ
ー
グ
－

あ
る
病
院
の
言
い
伝
え
。

病
院
の
入
り
口
か
ら
南
に
向
か
っ
て
歩
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
大
き
い
木
。

そ
の
木
の
前
で
願
い
事
を
言
う
と
、
一
週
間
以
内
に
願
い
が
叶
う
。

だ
け
ど
、
命
が
一
週
間
早
く
燃
え
尽
き
る
と
い
う
。

そ
ん
な
言
い
伝
え
信
じ
た
、
２
人
の
話
で
す
。

－
第
１
章
－

窓
を
開
け
る
と
、
そ
こ
に
は
青
い
春
が
迫
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
空
気
を
思
い
っ
き
り
吸
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
吐
い
た
。

私
も
こ
ん
な
世
界
を
自
由
に
生
き
た
い
。

ず
っ
と
こ
ん
な
灰
色
の
世
界
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
の
は
嫌
だ
。

里
中
涼
葉
。
小
さ
い
頃
か
ら
の
心
臓
病
で
ず
っ
と
入
院
し
て
い
る
。

さ
と
な
か
す
ず
は
 

学
校
も
行
っ
た
事
が
無
い
。
友
達
も
い
な
い
。
つ
ま
ら
な
い
。

そ
ん
な
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
世
界
だ
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
何
か
面
白
い
事
起
こ
ら
な
い
か
な

起
こ
る
ハ
ズ
も
無
い
の
に
、
毎
日
考
え
て
し
ま
う
。

ト
ン
ト
ン
　
　
ノ
ッ
ク
の
音
が
し
た
。

「
失
礼
し
ま
す
」
　
　
涼
「
・
・
・
？
」
　
先
生
「
こ
ん
に
ち
は
、
涼
葉
ち
ゃ

ん
」
　
涼
「
・
・
・
に
ち
は
」

先
生
「
調
子
は
ど
う
だ
い
？
」
　
　
涼
「
別
に
い
つ
も
と
変
わ
り
ま
せ
ん
よ
」

　
先
生
「
・
・
・
そ
っ
か
」
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苦
笑
い
を
す
る
先
生
。
い
つ
も
と
同
じ
会
話
。

先
生
「
気
分
転
換
に
外
で
も
行
か
な
い
か
い
？
」
　
涼
「
・
・
・
！
！
」

―
―
―
―
―
―
行
き
た
い
け
ど
、
行
っ
て
い
い
の
か
な

先
生
は
涼
葉
の
目
が
一
瞬
輝
い
た
の
に
気
づ
い
た
の
か
、
や
わ
ら
か
く
笑
う
。

先
生
「
行
っ
て
い
い
ん
だ
よ
？
何
な
ら
、
１
人
で
行
く
か
い
？
」
　
　
涼
「
！

！
」

先
生
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

涼
葉
は
急
い
で
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て
、
ド
ア
を
開
け
た

―
―
―
―
―
―
今
日
は
、
何
か
が
、
い
つ
も
と
違
う

涼
葉
は
そ
う
思
っ
た
。

ソ
コ
に
は
青
い
空
が
広
が
っ
て
い
た
。
地
面
は
物
凄
く
遠
く
、
空
気
は
吸
い
込

み
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
て
。

―
―
―
―
―
―
気
持
ち
い
い

涼
葉
は
心
の
底
か
ら
思
っ
た
。

ド
サ
ッ
！
！
　
　
　
　
　
何
か
が
落
ち
る
音
が
し
た
。

涼
「
！
？
」
　
「
っ
て
ぇ
ー
」
　

ソ
レ
は
男
の
子
だ
っ
た
。
多
分
木
の
上
か
ら
落
ち
た
ん
だ
ろ
う
。

涼
「
だ
、
大
丈
夫
で
す
か
・
・
・
？
」

手
を
差
し
伸
べ
る
涼
葉
。

「
サ
ン
キ
ュ
、
び
っ
く
り
し
た
だ
ろ
」
　
涼
「
ビ
ッ
ク
リ
す
る
に
決
ま
っ
て
る

じ
ゃ
ん
・
・
・
」

誰
・
・
・
だ
ろ
う
。
怪
し
い
人
で
は
な
さ
そ
う
だ
け
ど
・
・
・
。

「
俺
、
山
下
大
地
 

。
お
前
は
？
」
　
涼
「
里
中
涼
葉
・
・
・
」

や
ま
し
た
だ
い
ち
 

大
「
涼
葉
・
・
・
。
か
。
よ
ろ
し
く
な
！
」
　
涼
「
ん
・
・
・
」

涼
「
何
や
っ
て
た
ら
こ
ん
な
事
に
な
る
・
・
・
？
」
　
呆
れ
な
が
ら
涼
葉
は
言

う
。

大
「
い
や
ー
、
ち
ょ
っ
と
空
を
間
近
で
見
た
い
っ
て
思
っ
て
」
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涼
「
な
ら
・
・
・
屋
上
・
・
・
」
　
大
「
そ
の
手
が
あ
っ
た
！
」

涼
「
ア
ハ
ハ
っ
！
大
地
く
ん
可
笑
し
い
よ
！
！
」

―
―
―
―
―
―
い
い
人
そ
う
だ
な
。
大
地
く
ん
っ
て

涼
「
・
・
・
？
」
　
大
「
？
」

大
地
の
右
目
に
は
包
帯
が
巻
い
て
あ
っ
た
。

―
―
―
―
―
―
聞
い
て
も
・
・
・
い
い
の
か
な
？

涼
「
あ
・
・
・
の
、
そ
の
・
・
・
包
帯
・
・
・
」
　
大
「
あ
あ
コ
レ
？
」
　
涼

「
・
・
・
う
ん
」

大
「
俺
失
明
し
て
る
ん
だ
」
　
涼
「
！
？
」
　
「
・
・
・
あ
、
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
」

大
「
何
で
謝
ん
の
？
可
笑
し
く
な
い
？
」
　
涼
「
だ
っ
て
・
・
・
」

大
「
こ
ん
な
の
珍
し
い
事
じ
ゃ
な
い
し
、
涼
葉
ち
ゃ
ん
が
知
ら
な
い
の
は
当
た

り
前
だ
し
」

大
「
涼
葉
ち
ゃ
ん
は
ど
う
し
て
病
院
い
る
の
？
」

涼
「
小
さ
い
と
き
か
ら
病
気
で
・
・
・
」
　
大
「
あ
、
ゴ
メ
ン
」

涼
「
？
何
で
謝
る
ー
・
・
・
」
　
　

―
―
―
―
―
―
あ
ッ
！

大
「
で
し
ょ
？
い
き
な
り
謝
ら
れ
て
も
困
る
で
し
ょ
？
」
　
涼
「
・
・
・
う
ん
」

―
―
―
―
―
―
・
・
・
大
地
く
ん
は
す
ご
い
な
・
・
・

大
「
そ
う
い
え
ば
さ
、
言
い
伝
え
知
っ
て
る
？
」
　
涼
「
言
い
伝
え
・
・
・
っ

て
何
？
」

大
「
都
市
伝
説
み
た
い
な
」
　
涼
「
怖
い
の
嫌
い
・
・
・
」

大
「
大
丈
夫
、
怖
く
な
い
か
ら
！
」
　
涼
「
じ
ゃ
あ
・
・
・
何
？
」

大
地
は
近
く
に
あ
っ
た
大
き
な
木
を
指
差
し
な
が
ら
言
っ
た
。

「
あ
の
木
の
前
で
願
い
事
を
す
る
と
、
一
週
間
以
内
に
願
い
が
叶
う
ん
だ
っ
て

！
！
」

そ
れ
は
非
現
実
っ
ぽ
く
て
、
で
も
信
じ
が
た
く
て
。
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―
―
―
―
―
―
こ
れ
だ
よ
・
・
・
。
こ
う
い
う
の
を
待
っ
て
い
た
ん
だ
よ
・
・
・

大
「
で
も
ね
、
叶
っ
た
か
わ
り
に
一
週
間
命
が
短
く
な
る
ん
だ
っ
て
」

涼
「
へ
～
」
　
大
「
だ
か
ら
、
あ
ん
ま
り
や
る
人
い
な
い
ん
だ
っ
て
」

涼
「
だ
よ
ね
」

２
人
は
笑
う
。
そ
ん
な
の
ウ
ソ
だ
よ
。

こ
の
時
は
そ
う
思
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
。

－
第
１
章
　
完
－
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n7153k/

